
　３月６日の市議会本会議。共産党の村上議員の質
問で、市立阿寒病院の問題が一変しました。法的制
約と市の重大な不手際が明らかになり、流れは１８
０度変わり、一気に民営化撤回の流れが広がりまし
た。
　市長も「そうした場合には、民営化できない」と
断念の可能性に言及、その後の庁内検討を経て、３
月15日の市議会民生福祉常任委員会の席上で、正式
に民営化断念が表明されました。
　また、市政を混乱させた責任を取って、市長と担
当副市長は減給1/10を一ヶ月、阿寒町行政センター
長は引責辞任することになりました。

●市が民営化の理由とした「介護療養病床の維持」に関して、
　２４年度以降、国は新たな開設を一切認めない方針で、阿寒
　病院を引き継ぐ民間病院が、介護療養病床の開設を申請して
　も認められない可能性が大きい。

●こうした問題があることを既に市も知っており、「どうなる
　か？」北海道と国に問い合わせをしているが、今もって返事
　が来ていない。

●こうした民営化の前提に関わることが、市長には報告されて
　おらず、民営化の条件が整わないうちに、市長は民営化を決
　断。住民説明会などで「民営化する」と説明したり、民営化
　の公募条件を詰めるなど、民営化の取り組みを進めてきた。

連日、道新・釧新で報道された市のずさんさと民営化断念の可能性
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私も住民のみなさんと一緒に頑張っ
てきました。民営化を撤回できて、
こんなにうれしいことはありません。　　　　　　　　　　通信
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